
■文化人類学とは
　自分の社会とは異なる社会を理解

しながら、他の社会（異文化）を通し

て自分たちの社会を違った視点で見

る、自己相対化の学問です。私の研

究の基本はフィールドワーク。現地

に住み込み、現地で暮らしている人

たちの日常に寄り添いながら、現地

の人たちの視点から考えていくこと

が大切になります。

■研究のきっかけ
　学生時代から、自分の知らない世

界を見たい思いがあり、バックパッ

クで３０カ国を巡りました。こうした

中、オーストラリアの大学には１年

間留学。先住民のことをフィールド

ワークで学ぶクラスがあり、彼らの

伝統楽器や点描画の文化について勉

強を重ねました。彼らの５万年以上

の歴史で脈々と息づいている深遠な

文化に圧倒されたことと、先入観で

彼らの文化は遅れていると思ってい

たことを崩されたことが、文化人類

学の世界に入るきっかけになりまし

た。

■フィールドはインド
　インドでは、薬草を用いた伝統医

療が盛んな一方で、西洋医学も主流

です。近年、製薬会社は、その薬草

を使った医薬品の開発を行っており、

現地住民がその薬草を使用できなく

なることも懸念されています。そう

した事態を防ぐために行われている

のが、知的所有権という西洋的な枠

組みで、現地住民の伝統医療に対す

る権利を保証する動き。そうしたこ

とを背景に、知的所有権という概念

は普遍的なのか、知識の所有とは何

かということを考察しました。

■成果
　私たちにとっては、知識の使用に

対しては、対価を支払うことが当た

り前です。インドでは知識を提供す

ることが慈悲と結びつく形で捉えら

れていました。知識の提供は他者へ

の貢献であり、未来に責任を持つと

いう考えです。２０１９年、インドで

１０年間研究してきた、知識の所有に

ついての新しい視点を書籍にまとめ

て出版しました。

■河内町でフィールドワーク
　１８年の西日本豪雨で被害を受けた

河内町には、留学生たちと一緒に、

文化人類学の授業の一環で定期的に

訪問。地域の人たちと交流しながら、

地域ならではの復興の知恵について

調べています。留学生が驚いている

のは、高齢者同士が助け合いながら、

それぞれ役割分担をしてアクティブ

に活動していることです。災害に

遭ったときには、高齢者は弱い存在

になるという、彼らが当たり前のよ

うに思っていたことは、覆されてい

ます。

■これから
　インドでは、自然も人間社会の一

員であるという考えが出てきており、

例えば、ガンジス川に法人格を認め

る訴訟も起こっています。ガンジス

川の話は、生態学や法哲学など異分

野の学問ともつながります。異分野

の研究者と共同研究をしながら、人

間社会と自然との関係について、新

しい視点を導き出したい、と思って

います。
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